

























































































































① 棒 十 ? 一
② 薄 十 十






































⑲ 光 ? ?
⑳ 狼 ? ? 十 △
⑳ 灰 十






⑳ 苦 十 十 十 十




⑳ 満 ? 十









⑯ 浅 十 △




⑳ 生 十 十
⑳ 禿 十
⑪ 晩 ? △
⑫ 微 十 十 十
⑬ 斜 ?




⑯ 真 ? 十 △?
整 十 十 十
⑱ 正 十 △





















































































































































































? ? ? ?
安安全全 一
? ? ? ?
安安然然 ? 一 一 十 一
安安祥祥 ? 一 一 十 一
安安心心 ? 一 十
?
一
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白白浄浄 十 一







































公公平平 ? 一 十
?
十 一















一 十 十 十 十








厚厚道道 ? 一 十 一
?
一
隼隼雨雨 ? 一 一 一 一
隼隼美美 一 一 一
?
｝







緩緩慢慢 ? 一 十
? ?
一
荒荒涼涼 ? 一 十 一 十 一











諮諮亮亮 ? 一 十
? ?
一























痴痴呆呆 一 十 十 十 一
退退鈍鈍
?
一 ｝ 一 一






純鈍粋梓 十 ｝ 十 一
?
一
粗粗槌糧 ? ? ? 一
?
一
粗粗魯魯 ? 一 一
?
一


















放放心心 ? 一 一
?
一











一 一 十 一
手キ富富 十 一 一 十 一
手串満満 一 一 一
?
一
手ヰ美美 ? 一 一 十 一
キキ盈盈 ? 一 一 十 一
幸ヰ裕裕 十 『 一
? ?
羊ヰ足足 ? 一 一 十 一
鳳風涼涼 ? 一 十
?
一
鋒鋒利利 ? 一 一
?
一















咬絞浩沽 十 一 一 一 一
緊緊湊湊 ? 一 十 一
?
一






精精神神 十 『 十
? ?
『









思恩切切 十 一 十 一
?
一
室室マ乏涯 ? 一 一 十 一
杢室昨昨 十 一 十
? ? ?































































迷迷個欄 十 一 『 十 一
腫腫膜膜 一 十 一
?
一























凄凄涼涼 一 十 一 十
?





























神神『気 十 『 一
?
一
紆紆栃栃 ? 一 一
?
一
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松松解辮 十 一 十 十 一
俗俗気気 ? ± 一 一 『
粛粛静静 十 一 一 一 一
素素浄浄 十 一 十 一 十
酸酸軟軟 ? 一 一 十 一
瑛瑛石卒砕 ? 『 十
? ?





土土気『 十 一 一
?
一
妥妥実実 十 一 一
?
十
威威武武 十 一 一 十 『




























鮮鮮亮亮 一 十 一
?
一












解解怠怠 十 一 一 一 『
差差怯怯 十 一
? ? ?










八 光 李 1 2 3
辛辛苦苦 ? 一 十
? ? ?
秀秀気気 一 十 一
?
一








牙牙鯵鯵 十 … 一 一 一
戸再密密 十 一 十 一
? ?













庸庸俗俗 十 一 一
?
一











悠悠搦揚 十 一 一
? ?
油油滑滑 十 一 『 一 一









勺勾和和 一 十 十 十 一






句勾実実 ? 一 十
?
十
句勾整整 十 一 一
?
一






真真切切 ? 一 一
?
十
真真正正 ? 一 一 一 一
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愁悠1司1司
?o一 一 一
慌慌乱乱 十 ○ 一 十
?
拘拘束束 一 o一 十 ?
炊炊珂珂 十 o十 十 十
寛寛大大 一 o? … ?
葬i岸蒼蒼 十 o十 ? 十






明明量旦 一 ○ 一 十 一


























倒亘泥泥 十 o? 十 十
平平展展 十 ○ 十 十 十














正正娩娩 一 o一 一 一
疏疏落落 ? ○ 一
?
十
仔仔密密 十
?
十 十 一
???
n
3結言
　〈八〉の表一にリストアップされていて，AAもしくはAA的に＋の記号がつ
いているものは116語である。また『普通話三千常用詞表』に収められている単
音節形容詞は143語である。すなわち〈八〉に従えば「常用の」単音節形容詞の
80％は重ね型になれることになる。143語のうち〈八〉がリストアップしていな
いものは“少、偏、横、（斜）、紫、強、弱、退、液、滑、（浄）、（准）、杯、対、
錯、假、（熟）、旧、古、怪、貴、賎、差ご完、鰺、（ヌ働、行、温、濯、月星、躁、
俄、渇、困、乏、累、量、疹、痛、痒、忙、困、慌、壮、丑、破、膳、腐、輩、
唖、（俊）、筆、（猛）、急、巧、差、努”である。これらのうち“液、疹、痒”
と（）つきのものを除けば残りはすべておそらく重ね型になれないだろう。
これらの形容詞の意味を一つ一つ見てゆけば「外側に現れて五官で識別しやす
い属性であればあるほど，その属性を表す単音節形容詞は重ね型になりやすい。
一方，主観的判断による属性あるいは事物の外側からは識別または決定しにく
い属性であればあるほど，その属性を表す形容詞は重ね型になりにくいかまた
は重ね型になれない。」という湯廷池の主張は正しいことがわかる。26）この結論
を受け継いでなぜなのかを考察するのが今後の課題の一つであるが，このこと
は形容詞の重ね型の表す意味の解明と不可分ではありえない。単音節形容詞に
ついて言えば，2．1で取り上げたものについてより精密で詳細な調査がなされれ
ば，重ね型の可不可のほぼ完全な記述をすることはそう困難なことではないと
思われる。但し調査は香港や日本ではなく，やはり北京で行われなければなら
ない。この問題についてはインフォーマントの語感がなににもまして大切であ
る。
　二音節形容詞については，どの語構成のものが重ね型になりやすいかは湯廷
池，一ド覚非，守屋らによって一部を除きほぼ明らかにされていると言ってよい。
しかし一つ一つの彩容詞に〈光〉のように（畳）をつけるつけないの判断をす
るとなると，それは2．2で指摘したようにそう容易なことではないのである。李
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大忠の報告は“我イ「］向許多人作了凋査洵同，其中有浩言学家、教リ市、学生和不
同文化水平的同志。”と述べられているように，われわれには及ばぬ調査の結巣
であり，しかも中国本土（おそらくは北京）で行われた調査であるにもかかわ
らず，疑問点が少なくないところにこの問題の解決の難しさが現れていると思
われる。上述したように，李大忠が誤用の代表のように挙げている“夏夏染
染”，“生生劫劫”もまったく問題なく言えるとする北京出身の中国人もいるの
であるから。
　中国語の形容詞は呉之翰（＝呂叔湘），朱徳煕らの先駆的かつ総合的な研究に
よってほぼその性質が明らかにされたかに見えるが，重ね型についてだけはま
だ解明されなけれぼならない問題がいくつも残されているのである。
　注
1）『基礎漢語課本』第3冊224頁
2）『実用漢語課本』第2冊227－278頁
3）『語法講義』26－28頁，73－75頁，104頁，134頁
4）『実用現代漢語語法』126－127頁
5）さらには目的語にもなれる。郭志良（1987），守屋（1989）を参照
6）湯廷池（1982），李大忠（1984），†覚非（1988）を参照
7）『現代漢語八百詞』巻末の「形容詞生動形式表」
8）Li＆Thompson（1981）p．33
9）湯廷池37頁
10）湯廷池41－42頁
11）湯廷池42頁
12）湯廷池43頁“優”の他に“呆、怪、邪、凶、狼”が同類として挙げられてい
　る。
13）郭志良64頁
14）湯廷池48頁
15）ただし文革期に多用されたもので，現在はほとんど用いないと言う。
16）郭志良64頁
17）劉大為（1979）98頁
18）湯廷池56頁
19）下覚非119頁
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20）湯廷池46頁
21）湯廷池48頁
22）†覚非119頁
23）湯廷池45－46頁
24）†覚非119頁
25）湯廷池46頁
26）湯廷池43頁
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